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第
一
部
の
報
告
会
で
は
、

昨
年
に
続
き
東
日
本
大
震
災

の
犠
牲
者
に
黙
祷
を
捧
げ
開

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
冒
頭
に
松
本
事
務
局
長
か

ら
従
来
の
総
会
を
活
動
報
告

会
に
改
め
た
経
緯
を
ご
説
明

し
た
あ
と
、
舩
本
会
長
が
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
始
ま
り
ま

し
た
。

　
ご
来
賓
の
挨
拶
が
続
い
た

あ
と
、
二
十
三
年
度
の
活
動

経
過
を
初
め
て
の
試
み
と
し

て
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
や
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
用
し
て
説

明
し
ま
し
た
。
ナ
レ
ー
シ
ョ

ン
付
で
、
藤
ま
つ
り
や
記
念

碑
の
定
期
点
検
、
ぜ
ん
ざ
い

　
　
平
成
二
十
四
年
度
の
活
動
計
画
決
ま
る
！

　
当
事
業
委
員
会
で
は
、
去
る
四
月
七
日
に
活
動
報
告
会
（
旧
総
会
）
を
開
催
し
、
昨
年

度
の
活
動
経
過
と
今
年
度
の
活
動
計
画
を
発
表
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
ご
来
賓
の
福
島
区

選
出
議
員
を
は
じ
め
山
本
福
島
区
長
・
高
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
協
会
理
事
長
・
佐
藤
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
松
愛
会
副
会
長
の
ほ
か
多
く
の
方
々
に
お
集
ま
り
頂
き
ま
し
た
。

パ
ー
テ
ィ
の
模
様
が
ス
ク

リ
ー
ン
に
写
さ
れ
る
と
会
場

の
あ
ち
こ
ち
か
ら
笑
い
が
漏

れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
に
な

り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
、
分
か
り
易
く
て
良
か
っ

た
と
の
評
価
を
頂
き
ま
し

た
。

　
続
い
て
二
十
四
年
度
の
活

動
計
画
の
説
明
に
入
り
、
舩

本
会
長
か
ら
町
お
こ
し
部

会
、
市
野
副
会
長
か
ら
松
下

幸
之
助
研
究
部
会
、
津
川
副

会
長
か
ら
記
念
碑
管
理
部
会

の
活
動
計
画
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
次
に
事
業
予
定
の
発

表
、
新
役
員
の
紹
介
と
続

き
、
太
田
勝
義
新
顧
問
・
水

　 田
英
二
新
監
査
役
の
ご
挨
拶

が
あ
り
第
一
部
が
終
了
し
ま

し
た
。

　
第
二
部
の
懇
親
会
は
、
山

口
副
部
会
長
の
司
会
で
始
ま

り
、
増
永
名
誉
会
長
の
開
会

の
挨
拶
の
あ
と
吉
崎
地
域
振

興
会
会
長
に
乾
杯
の
ご
発
声

を
頂
き
会
食
と
懇
談
に
入
り

ま
し
た
。

　
し
ば
ら
く
和
や
か
な
時
間

を
過
し
て
頂
い
た
あ
と
、
津

川
副
会
長
か
ら
閉
会
の
挨
拶

を
申
し
上
げ
、
第
九
回
活
動

報
告
会
が
お
開
き
と
な
り
ま

し
た
。

　
　
事
務
局
長
　
松
本
好
弘

　
吉
崎
地
域
振
興
会
会
長

　
太
田
新
顧
問

　
津
川
副
会
長

　
当
事
業
委
員
会
で
は
、
目

下
、
第
八
回
ぜ
ん
ざ
い
パ
ー

テ
ィ
開
催
の
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
昨
年
も
大
勢
の
老

若
男
女
に
集
ま
っ
て
頂
き
、

大
開
公
園
の
記
念
碑
前
は
大

い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
今
年
も
ぜ
ん
ざ
い
パ
ー
テ
ィ
近
づ
く
！

　
今
年
も
つ
き
立
て
の
お
餅

で
大
開
自
慢
の
ぜ
ん
ざ
い
を

振
舞
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
少
し
肌
寒
く
な

り
ま
す
の
で
、
一
層
美
味
し

く
召
上
っ
て
頂
け
ま
す
。
ご

家
族
お
揃
い
で
早
目
に
お
い

で
下
さ
い
。
ま
た
、
お
餅
つ

き
に
も
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ

い
。

開
催
日

　
十
一
月
二
十
三
日
（
祝
）

開
催
時
間

　
午
前
十
時
〜
十
二
時

会
　
場

　
大
開
公
園
記
念
碑
前

　
注
・
小
雨
決
行

　
　
副
会
長
　
津
川
和
子

　
毎
年
五
月
中
旬
に
松
下
政

経
塾
・
新
入
塾
生
が
関
西
研

修
の
一
環
と
し
て
、
松
下
幸

之
助
塾
主
ゆ
か
り
の
地
で
あ

る
創
業
の
地
を
訪
問
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
八
年
目
と
な
る
今
年
は
、

第
三
十
三
期
生
の
四
名
の
方

が
大
開
へ
来
訪
さ
れ
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
松
下
幸
之
助
塾

主
が
現
在
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

を
創
業
し
た
当
時
の
様
々
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が

ら
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
お
お
ひ
ら
き
松

翁
会
メ
ン
バ
ー
が
現
地
案
内

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
　
副
会
長
　
市
野
俊
哉

　
松
下
政
経
塾
生
が
大
開
を
訪
問

　
松
下
事
業
委
員
会
が
九
回
目
の
活
動
報
告
会
を
開
催

　
熱
心
に
耳
を
傾
け
る
塾
生

　
大
賑
わ
い
の
ぜ
ん
ざ
い
Ｐ
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特 

別 

寄 

稿

　
去
る
四
月
十
五
日（
日
）

に
第
六
回
藤
ま
つ
り
を
開

催
し
ま
し
た
。会
場
は
、記

念
碑
が
あ
る
大
開
公
園
で

里
子
（
藤
の
苗
）
を
里
親

に
お
預
け
し
た
り
、
一
年

　
大
開
公
園
で
賑
や
か
に
藤
ま
つ
り
！

間
、
里
親
に
育
て
ら
れ
た
里

子
を
頒
布
し
た
り
、大
変
、賑

や
か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。
そ
の
他
、
大
開
の
方
々

が
丹
精
こ
め
て
育
て
ら
れ
た

自
慢
の
藤
を
持
ち
寄
り
、
品

評
会
も
行
い
ま
し
た
。

　
福
島
区
は
、
昔
か
ら
野
田

藤
で
知
ら
れ
た
地
域
で
、
記

念
碑
に
架
け
た
藤
棚
も
こ
こ

か
ら
来
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

天
候
が
不
順
で
藤
の
開
花
は

今
一
で
し
た
が
、
地
元
の

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
取
材
に

入
ら
れ
る
な
ど
、
藤
ま
つ
り

も
知
名
度
が
上
が
り
、
町
の

活
性
化
に
少
し
は
貢
献
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

　
相
談
役
　
藤
本
賢
司

　
去
る
八
月
六
日
、
野
田

阪
神
本
通
商
店
街
恒
例
の

納
涼
夜
市
が
賑
や
か
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

地
域
の
皆
様
に
も
ご
出
店
頂

き
多
く
の
露
店
が
軒
を
連
ね

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
ち
ら
も

恒
例
の
大
阪
天
水
連
さ
ん
に

よ
る
阿
波
踊
り
が
夜
市
の
終

わ
り
を
飾
っ
て
く
だ
さ
り
、

夏
の
一
夜
を
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
は
開

始
早
々
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
が
、
来
場
者
も
昨
年
同
様

に
多
数
お
い
で
頂
き
ま
し
た

こ
と
、
紙
面
を
お
借
り
し
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
野
田
阪
神
本
通
商
店
会

　
　
　
　
会
長
　
松
本
好
弘

　
野
田
阪
神
本
通
商
店
街
納
涼
夜
市

　
去
る
六
月
二
十
四
日
に
、

昨
年
に
続
き
記
念
碑
「
松
下

幸
之
助
創
業
の
地
」
の
定
期

　
今
年
も
記
念
碑
の
定
期
点
検
を
実
施

点
検
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
記
念
碑
管
理
部

会
担
当
の
津
川
副
会
長
の

他
、役
員
が
多
数
参
加
し
、募

金
者
の
記
名
板
を
一
枚
ず
つ

水
拭
き
し
、
洗
剤
で
汚
れ
を

落
と
し
な
が
ら
傷
や
汚
れ
を

点
検
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

ヘ
ア
ラ
イ
ン
程
度
の
傷
が
あ

り
ま
し
た
が
、
大
き
な
損
傷

は
な
く
、
お
お
む
ね
良
好
な

状
態
で
し
た
。

　
来
年
は
、
記
念
碑
建
立
十

周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

少
し
汚
れ
が
目
立
っ
て
き
た

記
念
碑
の
大
掃
除
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

　
　
副
会
長
　
津
川
和
子

　
本
校
は
工
科
高
校
と
し
て

日
本
の
将
来
を
担
う
「
も
の

づ
く
り
の
プ
ロ
」
を
育
て
る

学
校
で
す
。
も
の
づ
く
り
を

学
ぶ
た
め
に
は
学
内
に
お
け

る
授
業
や
ク
ラ
ブ
活
動
の

他
、
企
業
に
お
け
る
研
修
や

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
経
験
・

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
参
加
、
さ

ら
に
は
近
隣
商
店
会
の
皆
様

に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

る
課
題
解
決
学
習
な
ど
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
今
年
は
本
校
生
徒
４
人
が

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
電
工
で
研
修

を
受
講
し
、
も
の
づ
く
り
の

腕
を
磨
い
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
１
名
が
正
社
員
と
し
て

就
職
し
新
製
品
の
工
程
管
理

部
門
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
近
隣
の
商
店
会
の
皆
様
に

は
、
工
業
デ
ザ
イ
ン
専
攻
生

徒
の
課
題
研
究
（
学
生
ビ
ジ

ネ
ス
）
で
ご
協
力
い
た
だ
き

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
写
真

は
こ
の
授
業
で
生
徒
が
製
作

し
た
ポ
ス
タ
ー
で
す
。
ま
た
、

今
年
は
「
大
開
町
と
松
下
幸

之
助
事
業
委
員
会
」
の
ロ
ゴ

の
依
頼
を
受
け
、
現
在
製
作

中
で
す
。ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
本
校
は
こ
れ
か
ら
も
、
地

域
と
と
も
に
明
る
い
未
来
を

創
る
人
材
を
育
成
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ご
支
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

「
も
の
づ
く
り
の
プ
ロ
」
を
育
て
る

       

大
阪
府
立
西
野
田
工
科
高
等
学
校

　                 

校
長
　
福
岡
　
優

野田阪神　中華レストラン

　大開１丁目１３－４
TEL ６４６１－３５０５

　
来
る
十
一
月
一
日（
木
）午

前
十
時
三
十
分
よ
り
大
開
小

学
校
の
三
年
生
に
よ
る
キ
ッ

ズ
マ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
授

業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る

も
の
で
児
童
た
ち
が
商
品
を

調
達
し
、
値
付
け
と
販
売
も

行
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
野
田
阪
神
本
通

商
店
街
に
て
数
店
舗
に
分
か

れ
て
多
彩
な
商
品
の
販
売
を

行
い
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆

様
も
是
非
、
お
買
物
に
お
越

し
下
さ
い
。
意
外
な
掘
り
出

し
物
が
手
に
入
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

尚
、
雨
天
の
場
合
は
翌
日
二

日
（
金
）
と
な
り
ま
す
。

　
大
開
小
学
校
が
キ
ッ
ズ
マ
ー
ト
開
催

　
記
念
碑
清
掃
中

　
納
涼
夜
市
の
ポ
ス
タ
ー


